


















（ ）に梅林勲の 行軍将棋 という論文があるが、これはおそらくこのゲームに関する唯
日本と世界の行軍将棋
軍人将棋の発祥は日本だった







































（ ） というゲームで欧米では広く販売されている。また ラタック（
） というストラテゴ同様のゲームがあったことも確認されている。手品やゲーム関係の
著作が多い著述家の松田道弘（昭和十一（ ）年 ）は、著書 ボードゲーム （筑摩書



































































の他、同様の名称として 新行軍将棋 大型行軍将棋 行軍将棋ゲーム などがあるが、軍
人将棋というものはほとんどない。軍人将棋というのは一般的な呼称でしかないといえる。な
お市販のセットを見ると、行軍将棋の棋の字を棊としてあるものが多い。これは棋の古い書き
方である。将棋は鎌倉時代からさまざまな文献に現れるが、その表記は 将碁 将基 将
棊 象戯 など複数ある。 将棋 という表記が増えてくるのは明治中期からで、大正時代に


















駒数 陣地の大きさ 駒数 陣地の大きさ 駒数 陣地の大きさ
個 横 縦 、 個 横 縦 、 個 横 縦
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【図 白馬に乗る軍人がデザインされた行軍将棋】 【図 その他のデザインの行軍将棋】
【図 行軍将棋の盤（紙製）】 【図 木製盤のついた行軍将棋】
個 横 縦 、 個 横 縦 、 個 横 縦
個 横 縦 、 個 横 縦 、 個 横 縦
個 横 縦 、 個 横 縦 、 個 横 縦
通 路
両者の陣を結ぶのが細い通路である。その形状は直線型と 字型と 字型があり、直線型は
本または 本がある。 字型と 字型は 本である。筆者は直線型を 型と名付け 字型と
字型はそのまま 型、 型と命名し、後ろに本数を付けて例えば直線型が 本のものは




【図 行軍将棋の盤（ の マス）】 【図 行軍将棋の盤（ の マス）】
【図 行軍将棋の盤（ 型）】 【図 行軍将棋の盤（ 型）】




































【図 行軍将棋の本部（本城）】 【図 行軍将棋の本部（本営）】
【図 行軍将棋の本部（総司令部）】 【図 行軍将棋の本部（司令部）】
ものがある。例えば駒数 個のものは 種類見つかっているが、駒の構成は全く同じである。































































となっているものがいくつかある。また 原爆 という駒が入っていないのに 地雷 を 原
























丸に本 というマークと 王将 というロゴの入ったものなどがある。現存する将棋駒製造
業者に問い合わせてみたが、これらを知っているところはなかった。
【図 おもちゃ博物館 巻 遊戯具 （東京書籍） 頁上段の行軍将棋の写真（矢印は筆者）】




棋。盤は一人の陣地が横 マス、縦 マスで本部が マス分と、一般の行軍将棋と同じだが、
通路が横幅 列分であること、長さが マス分であることは一般の行軍将棋と異なっている点










































行軍将棋の海軍版といえるもの。陣地は横 縦 の マス。駒は 個で内訳は戦艦 、航空
母艦 、巡洋艦 、駆逐艦 、潜水艦 、水雷 、高角砲 、爆撃機 、戦闘機 となってい






陸軍、海軍、空軍の 軍の駒が入った行軍将棋。盤は横 縦 マスで通路はない。駒は 個







これも陸軍、海軍、空軍の 軍の駒が入った行軍将棋。盤は横 縦 マスで通路は 型
が 本である。駒は 個で、司令官 、歩兵 、原子砲 、タンク 、スパイ 、ジェット機
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【図 大海戦 】 【図 駒乕号本店 】
【図 三軍将棊】
、偵察機 、戦艦 、駆逐艦 、潜水艦 、輸送船 、ミサイル 、水爆 である。前記の
三軍将棊と同様、王将という商標が付いている。一般的な行軍将棋にもある駒は、同じ字体や
デザインであり、そちらの駒を使いまわしたものである。 三軍将棋 と共に目新しさを狙っ




盤の大きさは で縦 マス 横 マスで計 マスという巨大なものである。地形
として山や川や道路などが書いてある。駒は陶製で数は一人 個。内訳は司令官 、歩兵聯隊
、歩兵大隊 、歩兵中隊 、騎兵中隊 、騎兵小隊 、砲兵大隊 、砲兵中隊 、高射砲









































古美術商の多田敏捷（昭和十六（ ）年 ）氏のコレクションを編纂した写真集 おも
ちゃ博物館 全 巻 は平成五（ ）年に京都書院から刊行された。その第 巻 遊戯具
























で、裏表紙裏には 亀岡町西町 内藤半月堂 とあり、他の日付の内容からこの内藤半月堂は
日記帳など文房具を扱い、行軍将棋も販売していたことがわかる。調べてみると、現在も亀岡
市西町で内藤印刷株式会社として営業していることがわかった。同社のホームページには、
【図 荒川實少年の日記（明治二十八（ ）年十月四日 七日）（明治学院大学蔵）】



























戦術競棋 に良く似ている。露伴が 戦術競棋 を 師団将棋 と呼んだか、 師団将棋
と同様のものが 戦術競棋 という名称で販売されたのではないかと考えられる。森田思軒





なお、幸田露伴は雑誌 太陽 明治三十四（ ）年の第 巻第 号に 将棋雑話 、第














































































の数は横 マス、縦 マスの で、本部の 本営 や通路の 交戦口 という表記も駒数 個
のものと同じである。少なくとも大正初期まではこの形式が一般的だったと考えられる。
東京玩具商報 昭和十二（ ）年十二月一日号






























金子みすゞが詩を創作していたのは 歳（大正十二（ ）年）から 歳（昭和三（ ）
年）までの期間であり、この時期の行軍将棋には騎兵の駒が含まれていたことがわかる。
少年 芥川龍之介
大正十三 （ ）年に中央公論 月号と 月号に発表された芥川龍之介（明治二十五




























































































を 原爆 軍旗 を 元帥 などと近代的に変えたところこれがすごい人気を呼び、戦
前の年間約五十万組を軽く突破する売れ行きを示したもの。




アサヒグラフ の昭和三十（ ）年 月 日号には、 原爆戦はじまる という見出し
で新しい行軍将棋を紹介している。それには 原爆 という駒が入っており、また文章には、
【図 原爆戦はじまる アサヒグラフ 年 月 日号】
かつての立役者 地雷 軍旗 工兵 などに代わって や 代将 が顔をだしは






ドイツ文学者で評論家・随筆家の高橋義孝（大正二（ ）年 平成七（ ）年）の随筆





キ と 高射砲 と スパイ とがそれだ。 ）
とある。この後、









玩具研究家の斎藤良輔（明治四十四（ ）年 平成八（ ）年）は著作 すまいとおも
ちゃ （住宅新報社、昭和五十年）で、
（室内ゲームものには）以上のような将棋あそびのほかに子ども専用のものも見られ





















中国生まれの将棋は、もともと軍事に関係が深い。西口氏は多分、 金将 銀将 など




















撃 の意味である。盤は一方の陣が横 マス 縦 マスの計 マス。両陣の間に長さ マス、











































































ものである。盤は横 マス 縦 マスでドーヴァー・パトロールと全く同じである。
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【図 ドーヴァー・パトロール（ ）】

































































































ボードゲーム。 年代にオランダのハウスマン ヘッテ社から発売され、 年にはアメリ
カのミルトン・ブラッドリー社が版権を購入して発売し、世界的なヒット商品となった。現在
も販売されている。
盤は一方の陣が横 マス 縦 マスの計 マス。両陣の間には幅 マス、長さ マスの通路


























































る。ソフロニオ・ ・パソラ・ジュニア（ ）が 年に発明したと添付


































中国のボードゲーム。英語名は 。盤は一方が横 縦 の 。駒は線の交点に
置く。両陣の間は 本の線で結ばれている。駒は直方体で、自分の方に名前を向け立てて置
く。駒の数は一人 個で、内訳は下記の通りである。










































． モナートシェフテ（ ） （明治三十八）年 月号
モナートシェフテ は 年に創刊された、ドイツの出版社フェルハーゲン クラジンク












マスで直線の通路が 本あり駒数が 個で下記のように内訳も載っているが日本の駒数 個の
ものと内容が同じである。
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ユリー・ベルク（ 、旧姓 モラー（ ））という女性が （明治四十）年に
ロンドンとパリで特許を取得している。ロンドンは申請が 月 日で受理が 月 日、パリは
出願が 月 日で受理が 月 日となっている。それによればユリー・ベルクの住所はロシア
のリーヴァル（ ）となっている。リーヴァルは、現在のエストニアの首都タリン
（ ）の旧名で、リーヴァルの名称は 年まで使用されていた。




























【図 ベルクのイギリスでの特許（ 頁目と 頁目）】
が戦争ゲームの特許を取得している。特許はイギリスで 年 月 日に出願されている。
ゲームは 人用のボードゲームで一人の陣地のマス目は横 縦 の マス。両者の陣地の間
は長さ 単位の直線が 本。駒は紙を つに折ったもので裏面を相手に向け、内容は見せない
ようにして遊ぶ。駒の一覧を行軍将棋と合わせて掲載する。




作って販売していた。骨董ゲームのサイトには 年、 年、 年のラタックが掲載され
ているが、いずれもメーカーは （不明）となっている。エダンは発売者として自
分の名前を入れていなかったようである。その後、 年に玩具メーカーの ギブソン・
















































この特許が出願されたのは （大正四）年 月 日。 人用の戦争ゲームで、盤の形状は
【図 ジョセフィン・ティルデンの特許】
横 マス、縦 マスの長方形だが、日本の行軍将棋のように駒を枠の中に置くのではなく、交









































オランダの出版社であるスメーツ シッパーズ（ ）に与え、 年にはハ
ウスマン ホット（ ）社に与え、このゲームを約 セット販売した。
その後版権は 年にアメリカのミルトン ブラッドリー社に移り、世界的な大ヒットゲーム
となった ）。





























． グレート・ボードゲームズ（ ）（ ）











年であること、サマリテーヌデパートの 年の広告のラタックが 新製品 と書かれて
いることから、ラタックの誕生は明らかに日本の行軍将棋の後である。
． ディー・ペッペル・レビュー 年 月号
ドイツで発行されているテーブルゲームの雑誌 ディー・ペッペル・レビュー（
） 年 月号では、ルドルフ・リューエが ストラテゴ・ファミリー とい
う文章を載せている。この記事では アウフ・ツム・シュトゥルム（ ） と
フリンツ・フィスト（ ） という前章で述べた 点のゲームを紹介している。前
者は 年、後者は 年前のゲームとしている。またもっと古いゲームとして、アメリカのミ
ルトン・ブラッドリー社の ル・ショク（ ） というゲームがストラテゴの原理を用
いていると紹介している。リューエはストラテゴの原理とは 駒にランクがあって上位は下位
に勝つ。ただし一定条件下では最低のものが最高のものに勝つ。 と説明している。
アウフ・ツム・シュトゥルム と フリンツ・フィスト は写真が掲載されているが、台
座に縦長の紙が付いた駒とマス目のあるゲーム盤が写っており、 人用のゲームと思われると




【図 グレート・ボードゲームズ 】 【図 ディー・ペッペル・レビュー 】
第 章 考 察
．行軍将棋の年代
ほとんどの商品には製造年が記載されていない。唯一記載されているのは 遊戯具 （東













のものは駒数が 個のもの、 個のもの、 個のものにあり、明治から第二次大戦までのもの
と考えられる。
将棋か将棊か




本部に書かれる文字は本城、本営、司令部、総司令部である。本城は 個のもの 種と 個
のもの 種しかない。 個の残り 種は 本営 と書かれており、 本営 が古い形と考えら
れる。時代とともに 本営 という言葉がわからなくなり 司令部 や 総司令部 といった
わかりやすいものになったと考えられる。
通路の表記（交戦口か突入口かコースか）
通路の入り口には 交戦口 突入口 コース の文字が書かれている。何も書かれていな
いものもある。交戦口とあるのは 個のもの 種すべてと 個のうちの 種、 個のうちの
種だけである。 個のものすべてが 交戦口 となっているところから、 交戦口 が古い形
と考えられる。
スパイか間者か



















多くの行軍将棋セットの外箱には タンク ヒコーキ 入 の文字が書いてある。中には












の構成や通路や盤中央のルールがすべて同じである。駒数 個のものは 個あるが、 個は本
部が 営本 、説明表記がカタカナで通路に交戦口と表記されていた。 個は駒の構成まです
べて同じで、 個だけは デラックスミサイル行軍 という特殊なものであった。このように
デザインは異なるが、中身は同じというものがいくつもある理由は次節で取り上げる。
駒の内容や箱の表記も含めて考えると、行軍将棋は次のように時代分けできる。
・第 期 タンクもヒコーキもないもの（駒数 、 個）
明治中期の初期のものがこのタイプであったと考えられる。
・第 期 タンクの加わったもの（駒数 個）
箱に タンク入 と表記され、新しいものであることが強調されている。
・第 期 タンクとヒコーキの加わったもの（駒数 、 個）
箱に タンク・ヒコーキ入 と表記されている。第二次大戦前のため、横書きの文字は右
から左に表記され、説明文はカタカナのものもある。
・第 期 、代将、原爆の入ったもの（駒数 、 、 個）
戦後あまり経っていない時期で、昭和 年代前半と考えられる。










行軍将棋類ゲームとしては日本以外では ラタック が最も古いと結論づけられる。 エイ
ヴィエイション ドーヴァー・パトロール トライ・タクティクス の 点は ラタック
を販売していたギブソン サンズ社のもので、陸軍版であるラタックを自社で改良して他の軍
隊に応用したものといえる。 アウフ・ツム・シュトゥルム ル・ショク フリンツ・フィ
スト フェルトヘルン・シュピール ジュ・ド・ラ・キーユ については、ルールの類似性
から、 ラタック を改変したことは間違いないと考えられる。ゲームについては、少し変え
てしまえば著作権に抵触しない。 ストラテゴ も ラタック の改変にすぎないことが判明
した。フィリピンの ゲーム・オブ・ザ・ジェネラルズ は考案者がチェスから思いついたと
書いているが、その構成やルールは 行軍将棋 ラタック ストラテゴ とほとんど同一で
あり、これらを参考にしているのは疑いようがない。
オセロ というゲームは日本人が考案したといわれているが、イギリスで生まれた リ














次にネットなどに書かれている、中国の 陸戦棋 や 闘獣棋 がストラテゴの元になった
という説を検証する。筆者は 年に中国に旅行し、北京と西安を訪問してゲームを探し回っ
た。見つかったのは 中国象棋 や 陸戦棋 闘獣棋 など中国で考案されたものと、海外
の簡素な伝統ゲームを中国風にしたものばかりであった。およそ中国ではごく最近まで、ゲー
ム類の近代化は非常に遅れており、商業的に面白いものや独自のものを開発しようというよう
な考えはなく、単に真似で良いという意識であったといえる。その点からも 陸戦棋 や 闘
獣棋 は中国オリジナルではなく、海外のものをアレンジしたと考えるべきで、 陸戦棋 が
ラタック の元なのではなく ラタック や 行軍将棋 が 陸戦棋 の元になったと考え
る方が合理的である。特に 陸戦棋 よりも 行軍将棋 の方がはるかに ラタック に類似
しており、 陸戦棋 が ラタック の元という説は、 行軍将棋 がほとんど欧米で知られて
いなかったがためにできてしまった俗説といえる。








る。松田道弘は ボードゲーム の ラタック の項で次のように書いている。
ジョン・フリーマンは ラタック の先祖は古い中国のゲーム ジャングル・ゲーム
だろうと書いています。








ターザン 、ライオン 、象 、ゴリラ 、トラ 、ヒョウ 、サイ 、ワニ 、キリ
ン 、シマウマ 、地雷のかわりに檻、スパイのかわりに土人。 ）
松田は何も触れていないが、良く見ればこの ターザン・ゲーム が 闘獣戯 に非常に良
く似ていることに気づくはずである。
別冊太陽 子ども遊び集 と 太陽 年 月号）には ターザン動物将棋 という
ボードゲームの写真が掲載されている。遊戯法の詳細は判読できないが、盤や通路や駒の形
日本と世界の行軍将棋






改変したのが 闘獣棋 ではないだろうか。 ターザン・ゲーム の登場は松田が言うように
第二次大戦後であり、 ストラテゴ が第二次大戦中にカナダ人パイロットが ラタック を
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）長谷川、前掲書、 頁
）長谷川、前掲書、 頁
）高橋義孝 まぬけの効用 文芸春秋社、昭和三十一（ ）年、 頁
）高橋、前掲書、 頁
）斎藤良輔 すまいとおもちゃ 住宅新報社、昭和五十（ ）年、 頁
）斉藤、前掲書、 頁
）串間、前掲書 頁










幸田露伴 将棋雑話 太陽 第七巻第一号、博文館、明治三十四（ ）年
幸田露伴 続将棋雑話 太陽 第七巻第三号、博文館、明治三十四（ ）年
永島小蝶 実験遊戯全書 共盟館、明治三十四（ ）年
画報生 軍国の玩具 風俗画報 号、東陽堂、明治三十八（ ）年
、》 《
松浦正泰 世界遊戯法大全 博文館、明治四十（ ）年
三皇孫殿下御遊戯 東京朝日新聞 朝日新聞社、明治四十三（ ）年
すみれ小史 大笑遊戯種本 岩崎鉄次郎、大正二（ ）年
行軍将棋は正直です 東京玩具人形問屋協同組合 東京玩具商報 昭和十二（ ）年十二月一日号
武野藤介 行軍将棋 コント集 微笑ましき人達 民族社、昭和十五（ ）年
日本と世界の行軍将棋
長谷川幸延 行軍将棋 陸軍画報 昭和十七年十二月号、千木良博、昭和十七（ ）年
原爆戦はじまる アサヒグラフ 年 月 日号、朝日新聞社、昭和三十（ ）年
高橋義孝 まぬけの効用 文芸春秋社、昭和三十一（ ）年
、》 《 、昭
和三十七（ ）年
斎藤良輔 日本のおもちゃ遊び 朝日新聞社、昭和四十七（ ）年
斎藤良輔 すまいとおもちゃ 住宅新報社、昭和五十（ ）年
、》 《、 、昭和五十 年
ふるさとあそびの事典 東陽出版、昭和五十一（ ）年
》 《 、昭和五十四 年
半沢敏郎 童遊文化史 東京書籍、昭和五十五（ ）年
松田道弘 ボードゲーム 筑摩書房、昭和五十六（ ）年
金子みすゞ 金子みすゞ全集 美しい町 出版局、昭和五十九（ ）年
高橋洋二編集 別冊太陽 にほんのこころ 明治・大正・昭和 子ども遊び集 平凡社、昭和六十（ ）年
》 《、 、昭和六十三（ ）年
多田敏捷編 おもちゃ美術館 遊戯具 京都書院、平成四（ ）年
芥川龍之介 少年 作家の自伝 芥川龍之介 日本図書センター、平成七（ ）年
石川順一編 太陽 月号 平凡社、平成七（ ）年
金野靜一 昭和初年頃の 子供の遊び 岩手県立博物館編 銃後のくらし （財）岩手県文化振興事業財団、
平成七（ ）年
藤岡信勝編 教科書が教えない歴史 第 巻 産経新聞ニュースサービス、平成九（ ）年
古島敏雄 子供たちの大正時代 平凡社、平成九（ ）年
串間努 ザ・駄菓子百科事典 扶桑社、平成十四（ ）年
奥成達、ながたはるみ 駄菓子屋図鑑 飛鳥新社、平成十五（ ）年
矢崎節夫監修 別冊太陽 日本のこころ 金子みすゞ 生誕一 記念 平凡社、平成十五（ ）年
串間努 まぼろし商店街 ソフトバンククリエイティブ、平成二十（ ）年
〔付録〕資料とした行軍将棋の一覧
日本と世界の行軍将棋
番 名称 駒数 陣形 通路 通路表記 本部表記 メーカー・マーク
ミニ戦略将棋 記載なし 本部なし エポック社
新行軍将棋 突入口 総司令部 西口商店
新行軍将棋 突入口 総司令部
薄口行軍将棋 突入口 総司令部 西口商店
別製行軍将棊 突入口 総司令部




新行軍将棊 交戦口 本営 西口商店
新行軍将棊 交戦口 本営
新行軍将棊 交戦口 本営
三軍将棊 全面 通路なし 記載なし 王将
新行軍将棊 記載なし 部令司








新行軍将棊 突入口 総司令部 西口商店
新行軍将棊 突入口 総司令部











ミサイル行軍 記載なし 記載なし 西口商店
番 名称 駒数 陣形 通路 通路表記 本部表記 メーカー・マーク
ミサイル行軍 記載なし エポック社
陸海空三軍将棊 突入口 総司令部 王将
行軍将棊 口戦交 城本 稲垣旭軍堂







棊将軍行新 交戦口 営本 西口商店
棊将軍行新 交戦口 営本
棊将軍行新 交戦口 営本 西口商店
行軍将棊ゲーム 突入口 総司令部
行軍将棊ゲーム 突入口 総司令部 天童将棋
大行軍将棊 突入口 総司令部 西口商店
大型行軍将棊 突入口 総司令部 王将
大行軍将棊 突入口 総司令部 王将
大型行軍将棊 突入口 総司令部
大型行軍将棊 突入口 総司令部
大型行軍将棊 突入口 総司令部 本
大型行軍将棊 突入口 総司令部 本
大型行軍将棊 突入口 記載なし ハナヤマ
大型行軍将棊 突入口 総司令部 斎藤将棋
大型行軍将棊 突入口 記載なし 西口商店
棊将軍行新 交戦口 営本 西口商店
箱なし 交戦口 営本 渡邊
箱なし 交戦口 営本 澤木弥兵衛
箱なし 交戦口 城本 稲垣
箱なし 交戦口 城本 八重橋
箱なし 交戦口 城本 開進堂
注 名称と本部表記は、横書きのものは左から、縦書きのものは上から記してある。
